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INFORMATION

＊原則として、毎月第１～４水曜日・専門家別に開催しています
　（  ご相談時間は、①13:30～ ②14:00～ ③14:30～の
いずれか30分間です）。

＊  ご利用の際は、上記「行事カレンダー」で開催日程を確認の上、
電話でご予約ください（ご相談内容によっては別の事業をお勧
めさせていただく場合がございます）。

経営に関する法務全般、創業、事業引き継ぎ等の
「こんなとき、どうしたらいいのかな？」

というお悩みに
専門家（中小企業診断士・税理士・弁護士）がお答えします！

「専門家定例相談」のご案内

まずはお気軽にお電話ください　TEL 263-1161
＊平日19時までは、事前予約不要で当所職員がご相談を受け付けています。

無料
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金沢商工会議所会報

■ 県外資本企業の支店・営業所の ２
 動向調査（第３回）結果報告
 新幹線開業は約６割が「業況にプラス」

■ 教育担当者必見！   ４ 
 簿記とのダブル取得により
　　『企業の大きな戦力』となる人材を育てよう
 財務諸表の理解力を高める
　　“ビジネス会計検定”のご案内

 簿記会計講座のご案内

■ 税制改正のポイント（速報） ６
 サービス産業の設備投資を
 後押しする税制の大幅拡充が実現！

■ 第66回金沢百万石まつり参加者募集中 ８
 生命共済キャンペーン実施中

■ 景況・業況動向調査 10
 景況感DIは9.8ポイント上昇

■ 募集中  ものづくり応援セミナー 11
 無料  納税相談会開催中

■ 会議所の動き 12
■ 商店街イベント情報 14

3月行事カレンダー 2017
1（水）  専門家定例相談（経営）
2（木） ● 新入・若手社員の「受け入れと育て方」講座
3（金） ● 創業ファーストステップ講座 

　 ～思いをビジネスに～　起業時に大切なマーケティング
4（土）
5（日）
6（月）
7（火）
8（水） ● 「アイデアをカタチにしよう！小さな会社でもできる」

　 ものづくり応援セミナー
 専門家定例相談（法律）

9（木）
10（金）
11（土）
12（日）
13（月）
14（火）
15（水） ● ビジネス交流ミーティング

 専門家定例相談（税務）
16（木） ● 新入社員実務基礎講座Ａコース（～3/17）
17（金）
18（土）
19（日）
20（月・祝）
21（火）
22（水） ● 新入社員実務基礎講座Ｂコース（～3/23）

 専門家定例相談（法律）
23（木）
24（金）
25（土）
26（日）
27（月）
28（火）
29（水）
30（木）
31（金）

 ● セミナー　　  無料相談　　◆ 検定　　★ イベント　　  その他
　　　　　　　　 ※要予約

今号の表紙

「暗がり坂」
（主計町）
久保市乙剣宮より主計町に通
じる小路を指し、日中も日の当
たらない暗い坂道なので、こ
の名で呼ばれている。暗闇坂
ともいう。
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2

13.5%

46.3%

32.3%

4.4%

0%
　 無回答3.5%

大変プラス

プラス

影響ない

マイナス

大変マイナス

業況への影響

　

支
店
・
営
業
所
へ
の
影
響
は
、「
大
変

プ
ラ
ス
」
が
13
・
5
％
、「
プ
ラ
ス
」
が

46
・
3
％
で
、
合
計
59
・
8
％
の
事
業
所

が
好
影
響
と
評
価
し
ま
し
た
。
一
方
、「
マ

イ
ナ
ス
」
は
4
・
4
％
、「
大
変
マ
イ
ナ
ス
」

は
０
％
、「
影
響
な
い
」
は
32
・
3
％
で

し
た
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、「
大
変
プ
ラ
ス
」

と
「
プ
ラ
ス
」
の
合
計
割
合
は
、「
宿
泊
業
、

飲
食
業
」
が
突
出
し
て
高
く
、ほ
か
に
「
建

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活関連サービス業
宿泊業、飲食業

専門・技術サービス業
不動産業

金融業、保険業
小売業
卸売業

情報通信業
運輸業、倉庫業

建設業
製造業
全体

大変プラス プラス 影響ない マイナス 大変マイナス 無回答

医療、福祉
その他

金
沢
開
業
の
影
響

Ⅰ

第
3
回
結
果
報
告

県
外
資
本
企
業
の
支
店
・
営
業
所
の
動
向
調
査

業況への影響（業種別）プラスの要因（複数回答）

9.5％ 
2.9％

8.0％ 
16.1％ 
17.5％
17.5％ 
21.2％ 

32.1％
40.9％ 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

その他
人材確保の容易化
顧客サービスの向上

交流増による顧客の増加
情報収集活動の進展

取引先の増加
営業活動の範囲拡大
出張コストの削減

売上の増加

約
３３
割
の
事
業
所
が
変
化
を
予
測
、
う
ち
約

割
の
事
業
所
が
変
化
を
予
測
、
う
ち
約
７７
割
が
拡
充
へ

割
が
拡
充
へ

〇 

約
６
割
が
「
業
況
に
プ
ラ
ス
」、
３
割

超
が
「
影
響
な
い
」

〇 

プ
ラ
ス
の
要
因
は
「
売
上
の
増
加
」
が

４
割
超

〇 

約
４
割
が
「
開
業
前
（
Ｈ
26
）
に
比
べ

て
業
況
が
良
い
」

〇 

約
３
割
が
「
開
業
初
年
度
（
Ｈ
27
）
に

比
べ
て
業
況
が
良
い
」、約
６
割
が
「
変

わ
ら
な
い
」

〇 

約
８
割
が
「
事
業
所
機
能
は
変
化
し
て

い
な
い
」
も
の
の
、
変
化
し
た
事
業
所

の
５
割
が
「
拡
充
」
し
た

〇 

約
３
割
が
近
い
将
来（
１
〜
２
年
後
）「
事

業
所
機
能
は
変
化
す
る
」
と
予
測
、
う

ち
約
７
割
が
「
拡
充
」
を
見
込
む

〇 

支
店
、
営
業
所
開
設
の
際
の
必
要
条
件

調
査
結
果
の
概
要

北
陸
新
幹
線
開
業
は
約

北
陸
新
幹
線
開
業
は
約
６６
割
が
「
業
況
に
プ
ラ
ス
」

割
が
「
業
況
に
プ
ラ
ス
」

設
業
」、「
金
融
業
、
保
険
業
」
も
高
評
価

で
し
た
。
対
し
て
「
マ
イ
ナ
ス
」
の
割
合

が
高
か
っ
た
の
は
、「
運
輸
業
、
倉
庫
業
」

で
し
た
。

　
「
大
変
プ
ラ
ス
」、「
プ
ラ
ス
」
と
回
答

し
た
1
3
7
事
業
所
に
、
複
数
回
答
で

影
響
の
具
体
的
内
容
を
選
ん
で
も
ら
っ
た

と
こ
ろ
、「
売
上
の
増
加
」
が
40
・
9
％

で
最
大
で
し
た
。

　

次
い
で
、「
出
張
コ
ス
ト
の
削
減
」
が

32
・
1
％
、「
営
業
活
動
の
範
囲
拡
大
」

が
21
・
2
％
、「
取
引
先
の
増
加
」
と
「
情

報
収
集
活
動
の
進
展
」
が
17
・
5
％
、「
交

流
増
に
よ
る
顧
客
の
増
加
」
が
16
・
1
％
、

「
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
が
8
.
0
％
、

「
人
材
確
保
の
容
易
化
」
が
2
・
9
％
で

し
た
。

は
、
１
位
が
「
人
材
、
労
働
力
を
確
保

し
や
す
い
」、
２
位
が
「
交
通
イ
ン
フ

ラ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
」、３
位
が
「
従

業
員
が
生
活
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て

い
る
」

約

近
い
将
来

近
い

　

本
調
査
で
は
、
金
沢
市
内
の
県
外
資
本
企
業
の
支
店
・
営
業
所
が
、
北
陸
新
幹
線
開
業
か
ら
約
１
年
半
経
過
後
の
時
点
で
、
ど

の
よ
う
に
開
業
後
の
影
響
を
判
断
し
て
い
る
か
等
を
調
べ
て
い
ま
す
。
第
１
回
を
実
施
し
た
Ｈ
26
年
10
月
以
降
、
毎
年
10
月
に
行

い
、
今
回
が
３
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
結
果
で
は
支
店
・
営
業
所
の
動
向
に
関
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
ス
ト
ロ
ー
現
象
」

の
状
況
に
は
な
く
、
開
業
効
果
が
持
続
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
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開
業
初
年
度
（
Ｈ
27
）
と
比
べ
た
２
年

目
（
Ｈ
28
）
の
業
況
は
、「
非
常
に
良
い
」

が
1
・
7
％
、「
良
い
」
が
25
・
8
％
で
、

合
わ
せ
て
27
・
5
％
で
し
た
。
一
方
、「
変

わ
ら
な
い
」
は
57
・
2
％
、「
悪
い
」
の

10
・
9
％
と
「
非
常
に
悪
い
」
の
1
・
3

％
の
合
計
が
12
・
2
％
で
し
た
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、「
非
常
に
良
い
」

と
「
良
い
」
の
合
計
割
合
は
、「
宿
泊
業
、

飲
食
業
」が
80
％
で
突
出
し
て
高
い
半
面
、

「
悪
い
」
も
20
％
あ
り
、「
不
動
産
業
」
の

33
・
3
％
に
次
ぐ
高
さ
で
し
た
。

1.7%

25.8%

57.2%

10.9%
1.3%
3.1%

非常に良い

良い

変わらない

悪い
非常に悪い
無回答

開業 2年目の業況Ⅱ
現
時
点
と
近
い
将
来
の

支
店
、
営
業
所
の
変
化

□実施時期　平成 28年 10月時点
　　　　　　（過去 2回とも 10月時点）
□調査対象　金沢市内に立地する県外資

本企業の支店・営業所 872
事業所

□調査方法　郵送による
□回答数　　229事業所
□回収率　　26.3%

※集計結果は四捨五入して表記したため、
合計が 100%にならない場合があります。

調査概要

13.1%

77.7%

5.7%
1.3%

 無回答2.2％

変化した

変わらない

わからない
H27以降に開設

優先順位1位 優先順位2位 優先順位3位 優先順位 4位 優先順位 5位

1位 人材、労働力を確保しやすい
交通インフラが
整備されている

従業員が生活し
やすい環境が
整っている

従業員が生活し
やすい環境が
整っている

天変地異などの
災害が少ない

2位 交通インフラが整備されている
従業員が生活し
やすい環境が
整っている

交通インフラが
整備されている

営業車の駐車場
を確保しやすい 交通インフラが

整備されている交通インフラが
整備されている

3位
従業員が生活し
やすい環境が
整っている

オフィスビルの
賃料が安い

オフィスビルの
賃料が安い 人材、労働力を

確保しやすい
営業車の駐車場
を確保しやすい営業車の駐車場

を確保しやすい

　

支
店
・
営
業
所
の
機
能
の
変
化
に
つ
い

て
は
、「
変
わ
ら
な
い
」
が
77
・
7
％
で

最
多
で
し
た
。「
変
化
し
た
」は
13
・
1
％
、

「
わ
か
ら
な
い
」
は
5
・
7
％
、「
Ｈ
27
年

10
月
以
降
に
開
設
」
は
1
・
3
％
で
し
た
。

　
「
変
化
し
た
」
と
回
答
し
た
う
ち
、
廃

　

今
回
調
査
時
点
か
ら
１
〜
２
年
後
の
近

い
将
来
に
支
店
・
営
業
所
の
機
能
が
変
化

す
る
か
否
か
の
予
測
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
変
化
し
な
い
」
が
46
・
3
％
で
最
多
で

し
た
。「
変
化
す
る
」
は
27
・
1
％
、「
わ

か
ら
な
い
」
は
23
・
6
％
で
し
た
。

　
「
変
化
す
る
」
と
し
た
62
事
業
所
に
、

以
下
５
項
目
を
追
加
質
問
し
ま
し
た
。

　

県
外
資
本
企
業
が
支
店
・
営
業
所
を
開

設
す
る
際
の
必
要
条
件
に
つ
い
て
、
16
の

選
択
肢
か
ら
優
先
順
位
上
位
５
項
目
を
選

択
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
最
多
は
「
人

材
、労
働
力
を
確
保
し
や
す
い
」
で
し
た
。

次
い
で
「
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て

い
る
」、
3
位
は
「
従
業
員
が
生
活
し
や

す
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
」
で
し
た
。

27.1％

46.3％

23.6％

3.1％

変化する

変化しない

わからない

無回答

Ⅲ

止
１
件
を
除
い
た
29
事
業
所
に
、
以
下
５

項
目
を
追
加
質
問
し
ま
し
た
。

⑴ 

事
業
所
機
能
＝
「
拡
充
」
51
・
7
％
、「
縮

小
」
6
・
9
％

⑵ 

ス
タ
ッ
フ
人
数
＝「
増
員
」51
・
7
％
、「
減

員
」
20
・
7
％
、「
不
変
」
17
・
2
％

⑶ 

所
管
エ
リ
ア
＝
「
不
変
」
51
・
7
％
、「
拡

大
」
20
・
7
％
、「
縮
小
」
3
・
4
％

⑷ 

取
扱
品
目
＝
「
不
変
」
41
・
4
％
、「
増

加
」
31
・
0
％
、「
削
減
」
6
・
9
％

⑸ 

所
管
部
署
＝
「
製
造
業
」
１
件
が
名
古

屋
か
ら
金
沢
に
変
更

⑴ 

事
業
所
機
能
＝
「
拡
充
」
66
・
1
％
、「
縮

小
」
9
・
7
％
、「
他
の
拠
点
に
統
合
」

9
・
7
％
、「
廃
止
」
０
％

⑵ 

ス
タ
ッ
フ
人
数
＝「
増
員
」69
・
4
％
、「
減

員
」
12
・
9
％
、「
不
変
」
11
・
3
％

⑶ 

所
管
エ
リ
ア
＝
「
不
変
」
45
・
2
％
、「
拡

大
」
35
・
5
％
、「
縮
小
」
6
・
5
％

⑷ 

取
扱
品
目
＝
「
増
加
」
45
・
2
％
、「
不

変
」
40
・
3
％
、「
削
減
」
1
・
6
％

⑸ 

所
管
部
署
＝
「
不
動
産
業
」
１
件
が
中

京
か
ら
東
京
に
変
更

支
店
、
営
業
所
を
開
設

す
る
際
の
必
要
条
件

北陸新幹線アンケート

Ｈ 28年の事業所の変化

近い将来の事業所の変化



簿記とのダブル取得により『企業の大きな戦力』となる人材を育てよう
財務諸表の理解力を高める“ビジネス会計検定”のご案内
～平成29年度より、金沢での受験が可能になります～

　現代社会では、新しい取引先や投資案件を評価する、自社の決算内容を理解する、株式投資
をする、新聞記事を理解するなど、あらゆる場面で会計の知識が求められます。
　ビジネス会計検定試験は、損益計算書や貸借対照表などの財務諸表に関する知識や分析力
を問うもので、財務諸表が表す数値を理解し、ビジネスに役立てていくことに重点を置いて
います。

〇簿記検定とビジネス会計検定の関係
　ビジネス会計検定は簿記の知識を必要とするものではなく、実社会で役立つ会計の知識を習得することに有効です。
　簿記検定は、日々の取引を記録し、仕訳などを通して財務諸表を作成するプロセスを主な範囲としています。ビジネス会
計検定は、作成時に用いられた会計基準や法令を理解し、財務諸表を分析して企業状況を把握することを目的とします。

〇試験日程
試験日 申込期間 実施級

第21回 平成29年９月３日（日） 平成29年６月26日（月）
 ～７月28日（金） ２・３級

第22回 平成30年３月11日（日） 平成30年１月５日（金）
 ～２月２日（金） １・２・３級

簿簿簿簿簿簿記記記記
財財財財財財財務務務務務務 案案案案内内内内内内

～～～～～～

企
業
活
動

会
計
基
準

財
務
諸
表

企
業
状
況

会
計
基
準

財
務
諸
表
分
析

財務諸表の作成
（簿記検定の主範囲）

財務諸表の利用
（ビジネス会計検定の主範囲）

簿記検定とビジネス会計検定の関係

〇受験状況
受験者数（申込者数）の推移 職業・業種（未回答有）

0
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14000

20
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20
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20
13

20
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受験者数は９年で約２倍に！
製造業
16.3

その他
12.5

学生
（大学生、
専門学校等）
11

金融・
保険業
9.7

卸売業
8.2

情報通信業 7.4

電気・ガス・水道業 4.6

公務員・団体職員 4

小売業 2.9

運輸業 2.7

建築業 2.4
不動産業 2.3

サービス業
15.8

教育担当者必見！
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人財育成を目指すグループ横断型教育プラットフォームを「JTBユニバーシティ」と定義しているJTB。このプログラムの
一つに、2011年度より始まった経営人財育成研修がある。グループ全社から選抜された社員が世代ごとにステージＢ、ス
テージＡの各ステージに分かれて集合研修を受け、次世代のリーダーを目指して研鑽を積むものだ。30代前半の社員は
ステージＢにノミネートされ、３年の期間にビジネス会計検定試験３級の受験が義務付けられている。合格するまで次の
ステージに進めないという仕組みだ。同検定試験を導入した背景について、同社人財育成担当マネージャーの坂野寿之さ
んに話を聞いた。

―― 会計・財務の知識を重視しているということでしょうか？
わたしたちは、旅行商品の企画販売を中心に広告・出版や商事など幅広い事業を展開しており、166社（2016年１月１日現在）
のグループ会社を持っています。それら将来の経営者候補には、企業の数字を見る力は必要不可欠。そのため、財務諸表を読
むきっかけとなるように、ビジネス会計検定試験の導入を決めました。 
もともとコミュニケーション能力に長けた社員は多いのですが、逆に言うと、営業以外のことはあまり知らないということが
課題でした。自分に課せられた予算は気にしているが、売上に対してどういった費用がかかって利益が生まれているのかと
いう意識が低いというのも事実でした。 

―― ビジネス会計検定の学習・受験で何か変化はありましたか？
検定試験を受験した社員からは「すすんで他社の財務諸表を見るようになり、経営というものが身近になった」、「財務諸表を
読んでお客様へのアプローチを考えるようになった」という声が上がっており、前向きな変化があらわれてきています。 
財務諸表を読むことで、セールストークにも役立つなど、営業の幅が広がってきているようです。30代のうちに基礎をおさ
え、次のステップでさらに上の会計知識を身につけてほしいと願っています。 

―― ビジネス会計検定試験に期待することはありますか？
会計に関する知識が曖昧なまま、日々の仕事に取り組んでいる方は多いと思います。この検定試験は、財務諸表に関する知
識や分析手法を体系的に学ぶことができる最適な内容だと思っています。受験者を増やし「今の世の中、ビジネス会計検定
くらい受験しないとダメだよね」と言われるくらいの検定に育ってほしいです。

推薦のメッセージ
「財務諸表分析力アップで「経営」が身近に」
株式会社ジェイティービー　グループ本社人事部
JTBユニバーシティ運営事務局
人財育成担当マネージャー（2017年1月31日現在）　坂野寿之さん

お問い合わせ
詳細は　　　　　　　　　　　　　金沢商工会議所　263-1153ビジネス会計検定 検索

日　　程
平成29年４月10日（月）～５月29日（月）
18：30～20：30

受 講 料
○当所会員 16，200円
○一　　般 21，600円
（テキスト代・消費税含む）

定　　員
20名（定員に達し次第締め切ります）

お問い合わせ
経営支援課　TEL：263-1161

講義回数
14回（原則月・木曜の週２回）
※都合により、曜日を変更する場合があります。

会　　場
金沢商工会議所会館研修室２（２階）

講　　師
濱田　峰子氏
（金沢星稜大学女子短期大学部准教授）

対 象 者
● 日商簿記検定３級の合格を目指している方 
● 事業主、経理担当、新入社員、学生の方 
● 簿記を理解したい方 

日商簿記の取得も推奨しています
日商簿記３級合格を目指す！簿記会計講座の受講者募集中
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エレベーター

税制改正のポイント（速報）

中小企業、特にサービス産業の設備投資を
後押しする税制の大幅拡充が実現！

中小企業経営強化税制の創設、固定資産税の減免措置の拡充等中小企業経営強化税制の創設、固定資産税の減免措置の拡充等 （平成 30 年度末まで）

○①中小企業投資促進税制、②商業・サービス業活性化税制が２年間延長されます。
○機械装置、ソフトウェア等に加え、器具備品、建物附属設備まで対象とした　　
　「③中小企業経営強化税制」が創設されます（２年間）。
○④固定資産税の減免措置の対象設備に器具備品、建物附属設備が追加されます。

４つの税制措置が中小企業の設備投資を後押し！４つの税制措置が中小企業の設備投資を後押し！ 【器具備品、建物附属設備の例】

作業用アシス
トスーツ

※ １資本金 3,000
万円以下の法人
に適用
※ ２一部地域で業
種制限あり

地域未来投資促進税制の創設地域未来投資促進税制の創設 ○ 事業者が策定し、都道府県が認定する地域中核事業計画（仮称）
に基づいて行う設備投資に対する減税措置が創設されます。
○ 地域の中核企業が行う先端ものづくり、インバウンド観光な
どの投資が対象となります。事業者事業者

地域中核事業計画地域中核事業計画（仮称）（仮称）

設備投資設備投資

国・国・
都道府県都道府県

対象設備 特別償却 税額控除
機械・装置 40% 4%
器具・備品 40% 4%
建物、建物附属
設備、構築物 20% 2%

※取得価額の合計額2,000万円以上が対象、100億円が限度

所得金額 本則での税率 租特での軽減税率
年800万円以下 19% 15%
年 800万円超 23.40% -

中小法人の法人税の軽減税率の延長中小法人の法人税の軽減税率の延長
○ 中小法人の年 800 万円以下の所得に係る法人税率
を 15％に軽減する措置が２年間延長されます。

中小企業向け租税特別措置の適用範囲の見直し中小企業向け租税特別措置の適用範囲の見直し
○ 中小企業向けの租税特別措置（法人税関係）について、大企業並みの所得（３年平均15億円超）がある企業は、 
平成 31年度以降適用対象外とされます。

中小・中堅企業の設備投資を促進する

1/2減免
 (3年間）

即時償却
or

税額控除7%、10%※1

30％特別償却
or

税額控除7%※1

④   固定資産税の減免④   固定資産税の減免 拡充拡充※2※2

①①【【延延長】長】中小企業投資促進税制中小企業投資促進税制 ②②【延長】【延長】商業・サービス業活性化税制商業・サービス業活性化税制

機械装置機械装置 ソフトウェア等ソフトウェア等 器具備品器具備品 建物附属設備建物附属設備

中小企業等経営強化法の認定が必要

③③【新設】【新設】中小企業経営強化税制中小企業経営強化税制
生産性1％以上向上

or
投資利益率5％以上の設備

策定策定
確認 ･確認 ･
認定認定

基づく基づく

特定の事業用資産の買換え特例の延長特定の事業用資産の買換え特例の延長
○ 長期保有の土地等を譲渡し、新たに事業用資
産を取得した際の譲渡益の課税繰延を認める
制度が３年間延長されます。

譲渡譲渡 取得取得
買換え買換え

※一部、75％、70％

10 年超保有の10 年超保有の
土地・建物土地・建物

300㎡以上の300㎡以上の
土地・建物土地・建物譲渡益の 80％譲渡益の 80％※※

を課税繰延を課税繰延

日本商工会議所からのお知らせ 中小企業向け　平成29年度
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円滑な事業承継に資する税制措置

事業承継税制の拡充事業承継税制の拡充

現行制度の問題点現行制度の問題点 改正による措改正による措置置

深刻な人手不足で雇
用したくても雇用で
きない 

生前贈与後、納税猶予取消とな
った際、高額な贈与税が発生

セーフティネット規定が創設
され、雇用要件が免除（一部
緩和）されます

小規模な企業を中心に雇用要件
が緩和されます

納税猶予が取消となった場合
でも、納税額が相続税と同額と
なります

自然災害や取引先の
倒産で雇用を削らな
ければいけない

非上場株式の評価の見直し非上場株式の評価の見直し アベノミクスでの株高による相続税負担への緊急対応アベノミクスでの株高による相続税負担への緊急対応
（注） 上場企業：自社と類似する業種の上場企業。 

株価の計算は全て１株あたりの金額で行う。自社の株価（類似業種比準価額）＝自社の株価（類似業種比準価額）＝

自社の配当自社の配当 自社の利益自社の利益 自社の簿価純資産自社の簿価純資産

上場企業の上場企業の
配当配当

上場企業の上場企業の
利益利益

上場企業の上場企業の
簿価純資産簿価純資産

（斟酌率）（斟酌率）
大会社：0.7大会社：0.7
中会社：0.6中会社：0.6
小会社：0.5小会社：0.5

第４次産業革命を推進する

研究開発税制の拡充研究開発税制の拡充
○ 中小企業について、試験研究費の増加に
応じて、控除率が 12 ～ 17％に拡充され
ます（現行：12％）。
○ ＩｏＴなどを活用したサービス開発につ
い ても、研究開発税制の対象となります。

当記事は平成 28年 12 月 14 日現在の情報を基に作成しています。
記事中の「中小企業」とは資本金 1億円以下の法人です。

【改正後の控除率と控除上限（中小企業の場合）】【改正後の控除率と控除上限（中小企業の場合）】

5%増加 （試験研究費増減率）

17%（
控
除
率
）12%

現行の直近３ヶ月、前
年平均に加え、２年
間平均が選択可能にな
り、株価上昇局面での
急激な変動を平準化 

上場企業の配当、利益、
簿価純資産を単体から
連結会計ベースに見直
し、上場企業のグローバ
ル経営を反映すること
で、過大な評価を是正

人手不足下における納税猶予取消リスク増大への対応人手不足下における納税猶予取消リスク増大への対応

「利益」のウェイトが他の
要素に比べ３倍になってい
たのを「配当」「簿価純資
産」と同水準にし、好業
績企業の株価を抑制する
とともに、利益圧縮による
過度な株価対策を防止

類似業種比準方式を利
用できる企業が増える
ように、大会社、中会
社の定義を見直し。現
在、中会社、小会社に
判定されている企業の
株価を抑える

上場企業の上場企業の
株価株価

３３

++ ++ ××××

賃上げを実施した企業を支援する

所得拡大促進税制の拡充所得拡大促進税制の拡充

○ 前年度と比べて２％以上の賃上げを行った 
中小企業は、現行の 10％の税額控除に加 
えて、前年度からの増加額について、22％
の税額控除が上乗せされます。

給与総額給与総額

3％以上
の増加

給与総額給与総額 給与総額給与総額

2％以上の
増加

増加額増加額

前年度前年度
からのからの
増加額増加額

平成 24 年度
（基準年度）

平成 28 年度 平成 29 年度

22％税額控除
（拡充）

10％税額控除
（現行）

控除上限　25％
控除上限　10％上乗せ

（35％）

試験研究費が５％超増加
した場合、最大 17％まで
税額控除可能

人手不足

問い合わせ先 : 日本商工会議所産業政策第一部
℡ 03-3283-7844



６
月
３
日（
土
）に
開
催
す
る『
百
万
石
行
列
』の
参
加
者
及
び
参
加
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

各
行
事
に
よ
っ
て
応
募
方
法
が
異
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
下
さ
い
。

※  「
百
万
石
行
列
」の
男
性
に
つ
い
て
は
、定
員
に
達
し
ま
し
た
の
で
、申
し
込
み
を
締
切
ら
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

珠　

姫　

役

◆
募
集
人
数　
１
名

◆
応
募
資
格

平
成
23
年
6
月
5
日
〜
平
成
24
年
6
月
3
日
に
生
ま
れ
た
金
沢
市
内
在
住
の
女
児

（
金
沢
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
）。

※
当
日
は
母
親
も
し
く
は
親
族
の
女
性
に
付
き
添
い
と
し
て
出
場
し
て
頂
き
ま
す
。

（
衣
裳
・
カ
ツ
ラ
着
用
）

◆
申
込
締
切
日　

4
月
５
日
（
水
）
※
当
日
消
印
有
効

※
申
込
時
に
は
82
円
分
の
切
手
の
同
封
が
必
要
で
す
。

（
審
査
会
ご
案
内
送
付
用
）

◆
審
査
会　
4
月
21
日
（
金
）
午
後
を
予
定
。
詳
細
は
封

書
に
て
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

　

御
殿
女
中
役（
あ
や
め
隊
）

◆
募
集
人
数　
60
名
（
先
着
順
）

当
日
は
花
笠
・
着
物
を
着
用
の
上
、
あ
や
め
を
手
に
簡
単
な
踊
り
を
踊
り
な
が
ら
行

進
し
て
頂
き
ま
す
。

◆
応
募
資
格

行
列
当
日
、
金
沢
市
内
小
学
校
5
・
6
年
に
在
学
す
る
少
女

◆
事
前
説
明
会

5
月
20
日
（
土
）
午
前
を
予
定
。
踊
り
の
練
習
も
行
い
ま

す
の
で
、
必
ず
ご
参
加
下
さ
い
。

◆
申
込
締
切
日　

4
月
５
日
（
水
）
※
当
日
消
印
有
効

※
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
ご
応
募
は
一
通
に
つ
き
一
名
分
の
み
郵
送
に
て
受
付
し
ま
す
。

※
申
込
時
に
は
82
円
分
の
切
手
の
同
封
が
必
要
で
す
。

（
説
明
会
ご
案
内
送
付
用
）

　

前
田
利
常
公
役

◆
募
集
人
数　
１
名

◆
応
募
資
格　
行
列
当
日
、
金
沢
市
内
小
学
校
１
年
に
在
学
す
る
男
児
。

※
当
日
は
母
親
も
し
く
は
親
族
の
女
性
に
付
き
添
い
と
し
て
出
場
し
て
頂
き
ま
す
。

（
衣
裳
・
カ
ツ
ラ
着
用
）

◆
申
込
締
切
日　

４
月
５
日
（
水
）
※
当
日
消
印
有
効

※
申
込
時
に
は
82
円
分
の
切
手
の
同
封
が
必
要
で
す
。

（
審
査
会
ご
案
内
送
付
用
）

◆
審
査
会　

 
 

4
月
22
日
（
土
）
午
後
を
予
定
。
詳
細
は
封

書
に
て
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

参
加
者
募
集
中
！

昨年の利常公役昨年の利常公役

昨年の珠姫役昨年の珠姫役

66

昨年の珠姫御輿入れ行列昨年の珠姫御輿入れ行列
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問い合わせ
共済推進課　● TEL　263-1037

　３月、当所職員とアクサ生命保険㈱金沢営業所の共済推進員が帯
同し、従業員の福利厚生にご活用頂ける生命共済制度の内容・概要
について説明にお伺いします。会員事業所の皆様におかれましては
今回のキャンペーンをきっかけに生命共済制度のご加入を是非ご検
討ください。

○  商工会議所とアクサ生命は連携して会員事業所の福
利厚生をバックアップしています

　アクサ生命の前身のひとつである日本団体生命は、1934年わが
国初の団体保険事業会社として誕生し、各地の商工会議所の会員事
業所向け福利厚生制度（共済制度）として団体保険の普及に取り組
んできました。全国515商工会議所のうち511カ所（2016年
6月1日現在）でアクサ生命の各種保険制度が採用されており、地
域社会の福祉向上に大きな役割を果たしています。

★生命共済制度は
● 業務上・業務外を問わず24時間保障されます
●毎年収支計算し、剰余金があれば配当金も！
●１年更新で医師の審査なし
●掛金は損金または必要経費に算入できます

生命共済キャンペーン実施中

生命共済制度を生命共済制度を
事業所の福利厚生にご活用ください事業所の福利厚生にご活用ください

応
募
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

〒
９
２
０

－
８
６
３
９　

金
沢
市
尾
山
町
９

－
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金
沢
商
工
会
議
所
内

第
66
回
金
沢
百
万
石
ま
つ
り
実
行
委
員
会　

各
募
集
係
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
６
３

－

１
１
５
１（
代
）　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
６
１

－

６
５
０
０

金
沢
百
万
石
ま
つ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://100m
angoku.net/

 

※
応
募
書
類（
写
真
を
含
む
）は
す
べ
て
返
却
致
し
ま
せ
ん
。

　

２
０
１
7
ミ
ス
百
万
石

◆
選
定
人
数　
3
名
以
内

◆
応
募
資
格

①
応
募
締
切
日
に
お
い
て
、
居
住
地
・
勤
務
先
・
学
校
の
い・
ず・
れ・
か・
が・
金
沢
市
内
に

あ
る
満
18
歳
以
上
の
未
婚
女
性
（
高
校
生
は
不
可
）。

②
応
募
締
切
日
以
降
、
他
の
ミ
ス
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
等
（
モ
デ
ル
業
含
む
）

と
し
て
活
動
し
て
い
な
い
こ
と
。

◆
応
募
締
切
日　

4
月
17
日
（
月
）
当
日
消
印
有
効

◆
審
査
会　
第
1
次
審
査
〈
書
類
選
考
〉

　
　
　
　
　
第
2
次
審
査
〈
面
接
〉　

4
月
29
日
（
祝
・
土
）
予
定

◆
賞
金
及
び
副
賞　
賞
金　

20
万
円　
　

副
賞　

協
賛
各
社
よ
り
賞
品
を
贈
呈

◆
活
動
内
容　
6
月
3
日
（
土
）
の
百
万
石
行
列
に
参
加

※ 

以
後
１
年
間
、
金
沢
の
観
光
親
善
大
使
と
し
て
、
全

国
各
地
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
参
加
し
ま
す
。

2016ミス百万石2016ミス百万石

2016ミス百万石2016ミス百万石

メールマガジンメールマガジン
登録企業募集中！登録企業募集中！
経営に必要な情報を経営に必要な情報を
随時、配信中随時、配信中

無料サービス

当所では、助成金制度の紹介、セミナーやイベン
ト等の開催情報、当所サービスのご案内などビ
ジネスに役立つ情報をメールマガジンで無料配
信しております。

★ご登録は当所HPから
　簡単に行う事ができます

１．  申込フォームにメールアドレスを入力
し、「登録」をクリックしてください。

２．   次ページにて「氏名」「会社名」を入力し、
「登録」をクリックしてください。
３．  登録が完了し、次号からメールマガジン
が配信されます。
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景況・業況動向調査News & Topics

景況感DIは9.8ポイント上昇
～売上高DIも21.0ポイントの大幅上昇を示す～

景況感DI の推移

※DI値（業況判断指数）とは

　ゼロを基準として、プラスの値で
景気の上向き傾向を表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値
で景気の下向き傾向を表す回答の
割合が多いことを示す。従って、売上
高などの実数値の上昇率を示すも
のではなく、強気や弱気など「景気
の実感」をそのまま表すものである。

増加・好転などの
回答割合DI＝ －（ ） 減少・悪化などの

回答割合（ ）
▲ 60
▲ 50
▲ 40
▲ 30
▲ 20
▲ 10
0
10
20
30

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予測
実績

景況感DI

調査結果概要

景況・業況
　平成28年10～ 12月期の景況感DIは前期比9.8ポイント上昇の▲5.0となった。主な意見として、年末需要を含む季節
要因や交流人口の好調な推移、円安による業績好転等が聞かれる一方で、個人消費の伸び悩み、経費削減によるコスト意
識の高まりや設備投資の陰り等、先行きの不透明さを不安視する意見も挙げられた。

経営上の問題点
　「従業員の確保難」が最も多く選択され、「需要の停滞、売上の減少」、「経費の増加」が続いた。具体的には、為替変動や同
一労働・同一賃金による人件費の増加といった問題が挙げられ、その対応策については、生産性の向上や機械化による合
理化で対応する等の意見が挙げられた。

■主要DI（カッコ内は前回調査からの変動幅）
景況感DI 売上高DI 売上単価DI 資金繰りDI 採算性（経常利益）DI

▲5.0
（9.8）

6.0
（21.0）

▲9.4
（2.6）

0.8
（-0.2）

▲6.8
（2.3）

●調査時点／平成２８年１２月１９日現在
●調査企業数／３００社（当所議員・評議員）
●回答数／１１８社
●回答率／３９．３％

業種 製造業 建設業 小売業 卸売業 サービス業 合計
件数 ３７ ２０ １０ ２５ ２６ １１8
％ ３１. ４ １６. ９ ８. ５ ２１．２ ２２.0 １００．０ 

［問い合わせ］経営支援課　TEL 263-1161

調 査 概 要 業種別回答状況

改正個人情報保護法への対応に関する
課題や懸念される点について
　課題等が「無」が77.0％、「有」が13.3％、「その他」が
9.7％となった。「無」を選択した理由として、組織体制や
基本方針・規程を決定・運用済であるといった意見等が、
「有」を選択した理由として、社員教育やマニュアル整備・
システム構築等が必要である、情報漏えいの恐れがある、
これから対応するため改正に間に合うかどうか不安だと

いった意見等があっ
た。また、「その他」を
選択した理由として、
対応が必要なのかわ
からない、改正前であ
るため把握できない
といった意見等が、そ
れぞれ挙げられた。

有 無 その他

製 造 業 13.9％ 77.8％  8.3％

建 設 業 15.0％ 80.0％  5.0％

小 売 業 20.0％ 80.0％  0.0％

卸 売 業  8.7％ 87.0％  4.3％

サービス業  12.5％ 62.5％ 25.0％

全 体  13.3％ 77.0％  9.7％

改正育児・介護休業法、改正男女雇用機会均等法への
対応に関する課題や懸念される点について
　課題等が「無」が77.7％、「有」が16.9％、「その他」が5.4％
となった。「無」を選択した理由として、社内規程類を改定済
である、今回の法改正で示された以上の対応をすでに行っ
ているといった意見等が、「有」を選択した理由として、情報
が不足している、個人だけでなく会社全体で働き方を見直
す必要がある、ハラスメントに関して改めて周知・教育を行

うといった意見等が
あった。また、「その
他」を選択した理由と
して、対応が決まって
いない、今後の動向・
推移に注視したいと
いった意見等が、それ
ぞれ挙げられた。

有 無 その他

製 造 業 22.2％ 75.0％  2.8％

建 設 業 20.0％ 80.0％  0.0％

小 売 業 25.0％ 75.0％  0.0％

卸 売 業 20.8％ 75.0％  4.2％

サービス業  0.0％ 83.3％ 16.7％

全 体  16.9％ 77.7％  5.4％
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日　　時
Ａコース：３月16日(木)･17日(金)
Ｂコース：３月22日(水)･23日(木)
９：30～16：30
(両コースとも内容は同じです)

１．社会人・組織人としての心構え
２．職場におけるビジネスマナーの基本
３．仕事の進め方の基本編
４．企業イメージを高める電話応対の実務
５．ＣＳを基本とした接客応対の実務
６．訪問時の基本マナーの実務
７．まとめ　基本を大事に・積極的発想を

講座内容

会　　場
金沢商工会議所会館
研修室１（２階）

定　　員
各コース50名（先着順）

問い合わせ
経営支援課　● TEL　263-1161

受 講 料
●当所会員  8,640円
●一　　般 17,280円
※資料代・消費税込

講　師

大手自動車販売会社に入
社、総務部に勤務。その後、
中堅企業の社長秘書、専
門学校のビジネス実務の
講師などを経て、現在は、
『よいマナーは人格と共に
育つ』をモットーに、民
間企業、主に製造業・サー
ビス業を中心にビジネス
マナー研修、新人・中堅
社員研修、接遇・接客実
践研修などを担当。

大
おお

饗
あい

 昭
あき

子
こ

 氏

（　　　　　　　　　　　　）㈱SPB社員教育
コンサルタント

　本講座では、新入社員の方を対象に社会人としての心構えや仕事
に対してどのような態度、行動で取り組んでいけばよいのか。また、
一日も早く職場にとけこめるよう職場のルールや常識、仕事の進め
方、ビジネス電話の使い方、来客応対の仕方、訪問時のエチケット
マナー等をケーススタディ･実習を中心に学んでいただき、積極的
な実践行動力を身につけていただきます。

本講座 新 社 方を対象 社会人と 心構えや仕事

新入社員実務基礎講座新入社員実務基礎講座
次代を担う人材の育成のために！社会人としての心構えや基本マナーを学ぶ！

～2日間コース（Aコース、Bコース）～

日　　時
３月２日（木）
13：30～16：30

１．新入･若手社員の位置付けを考える
２．新入･若手社員が最初に学ぶこと
３．指導・育成プログラムを作成する
４．定着率に繋がるコミュニケーション

講座内容

会　　場
金沢商工会議所会館
研修室１（２階）

定　　員
50名（先着順）

問い合わせ
経営支援課　● TEL　263-1161

受 講 料
●当所会員 3,240円
●一　　般 5,400円
※資料代・消費税込

講　師

メーカーにて品質管理、商
品企画、支店長、営業部長
を歴任。平成5年、経営コ
ンサルタントとして独立起
業。大手企業から中小まで
の民間企業、官公庁など幅
広く支援。指導領域は、経
営戦略策定、マーケティン
グ、階層教育、目標管理、
ヒューマン・アセスメント、
ロジカル・プレゼンテーショ
ン、営業社員教育、OJTト
レーナー養成、考課者訓練、
インストラクター養成など
幅広く指導している。

下田 浩貴 氏

（　　　　　　　　　　　　）㈱プロカレント 
代表取締役

　人材の確保育成は企業の将来を左右する重要な課題です。しか
し、少子化等によって新入･若手社員の確保は決して楽観視できな
いテーマでもあります。そんな中、管理者や職場のリーダーは、貴
重な人材を受け入れ、早期に育成戦力化すると共に長期的な定着化
を図る責務を担っています。本講座は、将来を担う新入･若手の人
材を戦力として育成定着させていく上で必要な心構えや対策、OJT
の進め方についてそのポイントを学びます。

人材 確保育成 企業 将来を左右 重 な課題 す か

新入・若手社員の新入・若手社員の
「受け入れと育て方」講座「受け入れと育て方」講座

日　　時
３月８日（水）14：00～16：00
（共催：石川県工業試験場）

時　間 内　容 講　師

14:00～
 14:30

【第１部】
工業試験場のものづくり支援概要説明 石川県工業試験場担当者

14:30～
 15:30

【第２部】
事例発表（工業試験場と連携した技術
開発や製品開発について）

①  カラーバリエーション133色と長
さ200メートルの石川県産水引の
開発

②  兼六園の八重桜の酵母を使った日
本酒「兼六桜」の開発

（株）自遊花人　代表取締役
廣瀬 由利子　氏

（同）西出酒造　代表
西出 裕恒　氏

15:30～
【第３部】
・質疑応答、意見交換
・個別相談会（希望者のみ）

第１部、第２部の講師
石川県工業試験場担当者

カリキュラム

会　　場
金沢商工会議所会館
研修室１（２階）

定　　員
40名

問い合わせ
経営支援課　● TEL　263-1161

受 講 料
無　料

　新製品・新商品開発のアイデアはあるがどうやってカタチにした
ら良いのか。どこに相談したら良いのか。どの程度具体化していれ
ば相談に乗ってもらえるのか。相談に費用はかかるのか･･･。この
ような素朴な疑問をお持ちの皆様に対し、次の通りセミナーを開催
致します。

ものづくり応援セミナー
「アイデアをカタチにしよう！小さな会社でもできる」

個人事業主の確定申告をお手伝いします！
～金沢商工会議所
 「納税相談会」のお知らせ～

　確定申告に関する無料の納税相談会を開催し
ています。
　当所記帳指導員のほか、税理士が個人事業主の
方の確定申告をお手伝いしますので、申告書作成
にあたり疑問・質問等があれば、是非お気軽にご
来所ください。

問い合わせ
経営支援課　● TEL　263-1161

期　　間
３月15日（水）まで
土・日曜日を除く毎日13：30～16：30

会　　場
金沢商工会議所会館２Ｆ「研修室３」

※  会場内で、インターネットを利用しての確定申
告（ｅ-Ｔａｘ）も可能です。
※  ご相談の際は、前年（平成27年分）の確定申告
の写し等をお持ちください。
※  確定申告書等の提出の際には、マイナンバーの
記載、および、本人確認書類の提示または写しの
添付が必要です。
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会議所の動き
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北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
教
授
で
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
科
学
セ
ン
タ

ー
長
の
飯
田
弘
之
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
人
工
知
能
と
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
」
と

題
し
て
講
話
頂
い
た
。

　

飯
田
氏
は
、
人
工
知
能
が
チ
ェ
ス
や
将
棋
で
、
プ
ロ
を
相
手
に
勝
利
す
る
に
至

っ
た
進
化
の
過
程
を
ゲ
ー
ム
理
論
を
通
じ
て
解
説
。
ま
た
、
ス
リ
ル
感
は
情
報
加

速
度
と
い
う
指
標
で
数
値
化
で
き
、
ヒ
ッ
ト
し
た
ゲ
ー
ム
や

白
熱
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
で
高
い
数
値
を
示
す
と
述
べ

た
。
近
年
は
、
娯
楽
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
応
用
す
る
研
究
を
進
め

て
お
り
、
商
品
の
割
引
率
な
ど
で
人
を
引
き
つ
け
る
販
促
の

事
例
を
交
え
な
が
ら
「
人
工
知
能
に
人
間
の
思
考
を
理
解
さ

せ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
幅
広
く
活
用
で
き
る
」
と
強
調
し
た
。

　

当
地
の
食
文
化
や
冬
の
味
覚
を
県
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
２

月
に
実
施
す
る
「
フ
ー
ド
ピ
ア
金
沢
２
０
１
７
」
の
開
幕
を
告
げ
る
セ
レ
モ
ニ
ー

を
片
町
き
ら
ら
で
開
催
し
、
食
の
祭
典
の
始
ま
り
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　

開
催
委
員
会
の
安
宅
会
長
が
、「
新
幹
線
開
業
に
よ
り
国

内
外
か
ら
多
く
の
お
客
様
が
訪
れ
て
お
り
、
特
に
食
に
関
し

て
の
期
待
が
高
い
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
金
沢
の
食
文
化
の
情

報
発
信
に
大
い
に
活
用
し
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
し
、
関
係
者

に
よ
る
鏡
開
き
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
来
場
者
に
金
澤
お
で

ん
と
石
川
の
地
酒
を
振
る
舞
い
、
柿
木
太
鼓
に
よ
る
和
太
鼓

演
奏
が
披
露
さ
れ
、
金
沢
の
食
文
化
の
魅
力
を
強
く
ア
ピ
ー

ル
し
た
。 金

澤
お
で
ん
と
石
川
の
地
酒
を
振
る
舞
い
、
食
の
祭
典
が
開
幕

人
工
知
能
に
人
間
の
思
考
を
理
解
さ
せ
、
活
用
拡
大
へ

情報・文化部会、情報化推進委員会合同会議フードピア金沢 １
28

　

創
業
経
験
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
参
加
者
と
の
意
見
交
換
等
を

行
う
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催
し
、
19
名
が
参
加
し
た
。

　

創
業
者
の
「
ル
ー
テ
ィ
ヴ
㈱
」（
木
製
品
の
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
と
製
造
・
販
売
）

の
加
藤
麻
美
氏
、「
珈
琲
舎
莫
迦Bacca

」（
珈
琲
専
門
店
）
の
中
村
義
治
氏
、「
金

澤
町
家
ス
テ
ィ
＆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
初
華ui-ca

」（
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
兼
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
）
の
町
家
由
美
子
氏
ら
3
名
が
パ
ネ
リ
ス
ト

を
務
め
、
創
業
時
の
こ
だ
わ
り
や
苦
労
話
、
顧
客
獲
得
方
法

な
ど
を
話
し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
参
加
者
と
活
発
に

意
見
を
交
わ
し
た
。
続
く
交
流
会
で
参
加
者
は
、
パ
ネ
リ
ス

ト
や
他
の
参
加
者
、
支
援
機
関
関
係
者
と
積
極
的
に
名
刺
交

換
を
行
い
、
人
脈
を
広
げ
な
が
ら
創
業
へ
の
意
欲
を
高
め
た
。

　

北
陸
新
幹
線
開
業
後
の
課
題
を
共
有
し
、
今
後
の
対
策
や
連
携
策
な
ど
を
探
る
た

め
、
通
算
９
回
目
と
な
る
連
絡
会
を
開
催
し
、
各
業
界
か
ら
現
状
報
告
を
受
け
た
上

で
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

新
幹
線
開
業
か
ら
お
お
む
ね
２
年
が
経
過
し
て
業
界
や
地

域
ご
と
に
温
度
差
が
見
ら
れ
、
次
第
に
課
題
が
浮
き
彫
り

に
な
る
中
、
主
に
「
開
業
後
３
年
目
に
向
け
た
対
応
」
や

２
０
２
０
年
の
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
見
据
え
た
対
策
」に
つ
い
て
、多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

特
に
宿
泊
施
設
や
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
で
人
手
不
足
が
大

き
な
課
題
で
あ
る
と
し
、「
早
急
に
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
の
認
識
で
一
致
し
た
。

ざわもて運動関係団体連絡会議

宿
泊
施
設
や
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
人
手
不
足
対
策
が
急
務

1
24         

かなざわ創業力向上ゼミナール

創
業
者
の
生
の
声
を
起
業
や
事
業
展
開
の
ヒ
ン
ト
に
！

~
1
26

1
26



会議所の動き
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新
年
懇
親
会
を
金
沢
茶
屋
で
開
催
し
、
70
名
が
参
加
し
た
。

第
１
部
で
は
、
京
都
で
元
和
元
（
１
６
１
５
）
年
に
創
業
し

た
日
本
最
古
の
綿め
ん
ぷ布
商
を
営
む
㈱
永
楽
屋
14
世
の
細
辻
伊
兵

衛
氏
に
「
奇
跡
の
４
０
０
年
」
と
題
し
て
講
演
頂
い
た
。

　

細
辻
氏
は
、「
時
代
の
流
れ
で
綿
布
は
タ
オ
ル
へ
変
わ
り
、

自
身
が
婿
入
り
し
た
当
時
は
債
務
超
過
だ
っ
た
。
し
か
し
、

昭
和
初
期
の
手
ぬ
ぐ
い
復
刻
を
契
機
に
改
革
を
進
め
、
老
舗

を
復
活
さ
せ
た
。
生
涯
現
役
で
今
後
も
日
本
文
化
の
良
さ
、

当
店
の
４
０
０
年
の
歴
史
を
国
内
外
に
広
め
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。
続
く
懇
親
会
で
は
、
安
宅
会
頭
を
囲
ん
で
会
員

た
ち
が
談
笑
し
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
閉
会
し
た
。

　

石
川
県
警
察
本
部
長
の
森
内
彰
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
北
陸
新
幹
線
開
業
後
の
治

安
情
勢
と
今
後
の
課
題
」
と
題
し
て
講
話
頂
い
た
。

　

森
内
氏
は
、
新
幹
線
開
業
後
の
交
流
人
口
の
急
増
に
対
応
し
て
、「
観
光
客
が
安

心
し
て
歩
行
で
き
る
よ
う
主
要
観
光
地
で
通
行
通
路
を
確
保
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
を

拡
充
す
る
な
ど
、
安
全
対
策
を
強
化
し
た
。
さ
ら
に
、
３
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
外
国
人
観
光
客
と
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
た
め
の
チ
ー
ム
編
成
や
訓
練
を
実
施
し
、
人
材
育

成
に
も
努
め
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。
ま
た
、
主
に
高
齢
者

を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺
に
対
し
て
は
、
迷
惑
電
話
撃
退
機
能
付

き
機
器
の
普
及
や
広
報
啓
発
活
動
に
加
え
、
金
融
機
関
等
の

協
力
を
得
て「
被
害
の
防
止
、検
挙
に
努
め
た
い
」と
述
べ
た
。

県
警
本
部
長
が
交
流
人
口
の
急
増
対
策
を
解
説

４
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
京
都
の
老
舗
企
業
に
あ
や
か
る

女性会新年懇親会第854回定例議員懇談会 ２
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Ｃ
Ｍ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
石
川
県
観
光
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
早
川
和
良
氏
（
㈱

テ
ィ
ー
・
ワ
イ
・
オ
ー
代
表
取
締
役
社
長
）
を
講
師
に
迎
え
、「
地
方
に
お
け
る
色

あ
せ
な
い
企
画
・
商
品
の
魅
力
作
り
」
と
題
し
て
講
話
頂
い
た
。

　

早
川
氏
は
、全
国
的
な
ヒ
ッ
ト
商
品
を
例
に
挙
げ
、「
最
近
は
モ
ノ
（
物
品
の
購
入
）

か
ら
コ
ト
（
体
験
型
消
費
）
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
」
と
指
摘
し
、
商
品
開
発
で
は
他

の
商
品
と
は
違
う
圧
倒
的
な
品
質
な
ど
に
よ
る「
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
」
が
重
要
と
解
説
し
た
。
さ
ら
に
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
加
え
、
誰
に
何
を
ど
の
よ
う
に
販
売
す
る
か
を
練
り
上
げ
、

販
売
対
象
と
販
売
方
法
を
明
確
に
す
る
こ
と
や
価
格
設
定
の

重
要
性
を
示
し
な
が
ら
「
自
社
に
何
が
で
き
る
か
を
し
っ
か

り
と
把
握
し
、
商
品
展
開
を
進
め
て
い
く
べ
き
」
と
述
べ
た
。

　

㈱
ド
モ
ド
モ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
で
中
小
企
業
診
断
士
の
遠
田
幹
雄

氏
を
講
師
に
迎
え
、
講
話
・
自
社
Ｐ
Ｒ
・
交
流
会
を
一
度
に
行
う
「
第
４
回
か
な
ざ

わ
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
、19
事
業
所
か
ら
28
名
が
参
加
し
た
。

　

遠
田
氏
は
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
を
テ
ー
マ
に
、「
中
小
企
業
の
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
は
、

単
な
る
仕
入
れ
販
売
で
は
儲
か
ら
な
い
。
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
を
提
供
す
る

『
サ
ー
ビ
ス
業
化
、
メ
ー
カ
ー
化
』
が
必
要
だ
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
ネ
ッ
ト
上
で
集
客
力
を
上
げ
る
に
は
、
独
自
ド
メ
イ

ン
サ
イ
ト
と
し
て
①
よ
く
あ
る
質
問
②
事
例
③
ノ
ウ
ハ
ウ
の

３
大
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
す
べ
き
と
強
調
し
た
。
続
い
て
11

事
業
所
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
使
っ
て
「
３
分
間
自
社
Ｐ
Ｒ
」

を
し
た
後
、
交
流
会
で
名
刺
交
換
や
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

第４回かなざわビジネス交流ミーティング

ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
が
必
要
！

1
30

第２回トレンドセミナー

首
都
圏
の
顧
客
に
向
け
た
商
品
開
発
の
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ

~
１
31
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★
片
町
ビ
ー
ル
お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト

　

片
町
商
店
街
が
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
誕
生
を
記
念
し
、

お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
3
月
18
日（
土
）・
19
日（
日
）

　
　
　

11
時
〜
20
時

場
所
／
片
町
き
ら
ら
広
場

●
片
町
商
店
街
振
興
組
合

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
３
２ - 
０
６
３
０

★
い
し
か
わTOP SPORTS m

eeting
 

 

〜Super Dream
 

Ⅱ

〜

 
presented by 

片
町
商
店
街

　

石
川
を
代
表
す
る
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

が
片
町
き
ら
ら
広
場
に
集
結
。実
技
披
露

商
店
街
イ
ベ
ン
ト
情
報

や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
、フ
ァ
ン
と
の

交
流
を
図
り
ま
す
。

日
時
／
3
月
20
日（
月
・
祝
）

　
　
　

13
時
〜
16
時
30
分（
時
間
予
定
）

場
所
／
片
町
き
ら
ら
広
場

●
片
町
商
店
街
振
興
組
合

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
３
２ - 

０
６
３
０

★
よ
こ
っ
ち
ょ
ポ
ッ
ケ
ま
ー
と

　

作
家
さ
ん
の
ブ
ー
ス
や
食
の
ブ
ー
ス

が
勢
揃
い
。

日
時
／
３
月
18
日（
土
）10
時
〜
16
時

場
所
／
金
澤
表
参
道　

街
路

●
横
安
江
町
商
店
街
振
興
組
合

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
３
１ - 

２
５
３
６
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